
























































































































































































































































2000 年９月 17 日放送。http://www.nhk.or.jp/archives/nhk-archives/past/2000/h000917.html
［2013年９月29日閲覧］
６）ドキュメンタリー・フィルムにおける記憶の意図的な忘却については、テッサ・モーリス=
スズキ「越境する記憶――映画・植民地主義・冷戦」」（伊豫谷登士翁・平田由美編『「帰郷」
の物語／移動の語り――戦後日本におけるポストコロニアルの想像力』平凡社、2014）参照。
７）キャロル・グラックは、「周辺の人々が、進化・発展・科学という一九世紀の枠組みに沿って、
ナショナル・ヒストリーの中に場を与えられると、人類学的空間は歴史的時間と重な」ること
を指摘している（『歴史で考える』岩波書店、2007、202ページ）。
８）尾崎秀樹「決戦下の台湾文学」、初出は『文学』1961年12月〜62年４月。引用は『旧植民
地文学の研究』（勁草書房、1971、180〜182ページ）。
９）同前（197〜198ページ）および「霧社事件と文学」（同、233ページ）を参照。
10）西川祐子『日記をつづるということ――国民教育装置とその逸脱』（吉川弘文館、2009）は、
特定の作家やジャンルのテクストを「つづけ読み」＝通読するだけでなく、同時代の複数のテ
クストを「ならべ読み」＝併読することの重要性を説き、それを実践してみせている。
11）金泰生『私の日本地図』（未来社、1978、192ページ）。この物語にはまた、10歳の作者が年
齢をいつわって働いたゴム櫛工場で出会った「知念さん」という女性に仕事の手ほどきをして
もらう印象的な場面が書き込まれている（88ページ）。
12）特集「ここに政治を」第88回、1986年７月15日。
13）梁永厚『戦後・大阪の朝鮮人運動：1945－1965』（未来社、1994、９〜13ページ）。
14）市村弘正『［増補］「名づけ」の精神史』（平凡社ライブラリー、1996、140ページ）。
 （ひらた　ゆみ　大阪大学大学院文学研究科教員）
